
みちのくホットライン@JAPSW 第 35 号 
東北復興 PSW にゅうす 
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このたびの大阪府北部を震源とした地震により被災された皆さまには、心よりお見舞い申しあげます。 

東日本大震災復興支援員会は３期目を迎えます。今後も「にゅうす」を通し、東北の復興の今を発信し続けます。 

今号は９月 14 日、15 日開催の長崎大会での被災地障害者作業所等製品販売事業と、助成金交付事業のご案内です。 

第54回全国大会・第17回学術集会(長崎大会)でお会いしましょう！ 

★販売協力員（ボランティア）募集について★ 

販売事業にご協力いただける本協会構成員を募集しております！ 

第 54回全国大会・第 17回学術集会（長崎大会）の会場で、 

岩手・宮城・福島の事業所からの製品を、一緒に販売してみませんか？ 

☆2018 年 8 月 24 日（金）が締め切りとなっております。 

☆応募方法など詳細は裏面の東日本大震災復興支援サイトからご覧ください！ 

これまで本委員会では、東日本大震災の復

興支援の一助として、岩手・宮城・福島の事

業所より製品をお預かりし、販売を行い、復

興への想いやご縁を繋いでまいりました。 

2013 年石川大会に始まり、埼玉大会、福

島大会、山口大会、大阪大会に続き本年は６

回目の取組となります。 

販売ブースでは、東北の PSW や復興支援委

員、そして全国からの販売協力員と共に出品

事業所の今や東北のこれまでの様子を「語り

ながらの販売」を大切にしてきました。 

 

今回の長崎大会では、出品事業所の震災当

時から現在の様子や、事業所・構成員など

様々な方の復興支援への思いなどをスライ

ドショーとして、ご来場の皆さまへお届けし

たいと考えております。ぜひ足をお運びくだ

さい！ 

全国の皆さまとの新たな出会いや懐かし

い再会、楽しみにしております！ 

 

2014 埼玉大会 

2015 福島大会 
「よってがんしょ市」 

2016 山口大会 

2017 大阪大会 

お手製の 
T シャツ(購入)にも 
思いが詰まっていま
す 

おなじみの人気製品の数々 

＜被災地障害者作業所等製品販売事業＞ 

2013「初代」 
石川大会 
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【ご意見・ご感想をお寄せください】 

本紙では被災した各地の仲間へのメッセージ及び被災地からの情報発信など、相互交流ができる紙面づくりを目指しております。全国どなたからのメッ

セージでも構いません。本紙へのご意見・ご感想も大歓迎です。それぞれのお立場からの声をお聞かせください。お寄せいただいたメッセージは、本紙面

や本協会 WEBサイトにてご紹介させていただきます（原則として投稿者氏名以外の個人情報は掲載いたしません）。 

FAX もしくは E-mail：office@japsw.or.jp にてお願いいたします。★題名に「PSW にゅうすについて」とご記入ください★ 

マスコット 

キャラクター 
「えんが～る」 

「東日本大震災復興支援」助成金交付申請（第 14期）募集のご案内 
 

本協会では、東日本大震災復興支援事業の一環として、都道府県精神保健福祉士協会等による復興支援活

動の経費を助成しています。これまで、助成金の交付を通じて、様々な事業の実施に役立てられました。事

業の一部をご紹介します。今期の募集の締め切りも今月 7/31(火)〔当日消印有効〕に迫っております。ぜひ

ご検討ください。 

 

詳細は本協会 WEB サイトをご参照ください。皆さまからのご応募をお待ちしております。 

✔第 14 期申請受付期限：2018 年７月 31日（火）当日消印有効 

✔申請方法：「交付申請書」に必要事項をご記入のうえ、本協会事務局宛にご郵送ください。 

http://www.japsw.or.jp/backnumber/oshirase/2017/0323.html 

 

 

≪災害ソーシャルワーク ～社会見学・講義・グループワーク～ のご案内≫ 

（公社）日本医療社会福祉協会等の災害支援プロジェクトを中心に、フィールドワークと講義、 

グループワークを組み合わせた災害ソーシャルワークのワークショップを開催します。 

石巻市を会場とし、国際交流も兼ねた企画となっておりますので、この機会に是非ご参加ください。 

 日 時 2018 年９月 21 日（金）～23日（日） 

 会 場 石巻市防災センター等 定員 40名（先着順 締め切り：８月 31日（金）） 

 参加案内 http://jfsw.org/2018/06/14/603/ 

 お問い合わせ先（公社）日本精神保健福祉士協会 事務局 ＜Ｅメール＞workshop2018@jfsw.org  

 

☆ 群馬県内被災者支援事業  

（群馬県精神保健福祉士会）  

他の支援団体と共同で設立した「ぐんま暮

らしの応援会」の支援活動として、毎月開

催する“避難者の集い”へ相談員を派遣。 

☆ 多職種合同研修会事業  

（宮城県精神保健福祉士協会）  

１）精神保健福祉士・看護師・作業療法士・など

各職種からの話題提供（震災当時の体験発表） 

２）グループワーク・意見交換会 

３）講演「精神保健医療福祉を地域で絶やさな

いために」などを行う。 

 

☆ 避難事業所への支援活動  

（福島県精神保健福祉士会）  

2013 年４月～2014 年３月：就労継続支援Ｂ型

事業所「コーヒータイム」へ当会会員を派遣

し、当事者研究方式を用いたグループ・ミー

ティングや個別相談、および事業所スタッフ

への心理的支援などを行う。 

 

☆ 災害対策委員会研修事業 

「支援者支援に学ぶ」  

（広島県精神保健福祉士協会）  

東日本大震災後、被災地にて支援に携わ

っている PSW を招き、実際の現状をお話

しいただき、「支援者支援とは？」を学

び、広島の地で出来る後方支援を考える

機会とする。 

 

☆つながりつづける交流会～東京・福島  

（一般社団法人東京精神保健福祉士協会）  

震災から３年経った福島県の現状を学び、また県内で働く精神保健福祉士

の実践や課題を理解する。 

 

 

 

 

 アジアのソーシャルワーカーとの国際交流ワークショップ 

 

☆宮城からのお知らせ☆ 


